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ま
さ
に
３
年
前

（
２
０
１
５
毎

の
９
月

‐９
日
、

国
民
が
国
会
を

包
囲
す
る
な
か
安
保
法
制

（
戦

争
法
）

が
強
行

「
司
決
」

さ
れ

た
。

そ

の
時
か
ら
毎
月
９

日
、

今

日
も
街
頭
に
た
つ
て
き
た
。

こ
れ
ま

で
に
続

い
た
運
動
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

梶
原
議
長
は
、

「
法
律
自
体
が
違
憲
な
安
保
法

制
が

つ
く
ら
れ
３
年
経
っ
た
。

罵
り
合
い
の
米
朝
も
話
し
合

い

に
動

い
て
い
る
。

力
や
武
器
で

平
利
を
築
く

の
は

い
つ
の
時
代

だ
。

菅
原
文
太
さ
ん
は

「
政
治

の
役
目
は
飢
え
さ
せ
な
い
こ
と
、

平
和
に
暮
ら
す

こ
と
と
言
っ
た
。

む

つ
か
し
い
こ
と

で
は
な

い
」

と
、

日
本
を

「
戦
争

で
き
る
国
」

へ
変
え
よ
う
と
す
る
動
き
を
批

判
し
た
。

こ
の
日
、

昼

の
岡
山
地
裁

で

は
、

安
保
法
制
違
憲
訴
訟

の
第

６
□

□
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
。

同
じ
よ
う
に
全
国

の
原
告
７
千

余
、
２２

地
誠
で
行
わ
れ
、

岡
出

の
原
告
５
６
０
名
も

一
員
だ
。

陳
述
後

の
報
告
会

で
は

「
具

体
的
な

（
命
に
関
わ
る
よ
う
な
）

権
利
侵
書
が
あ
っ
て
は
遅
い
。

損
害
請
求

の
具
体
性
を
根
拠
に

憲
法
判
断
を
回
避
す
る
こ
と

の

な

い
よ
う
求
め
た
」

と
説
明
、

裁
判
所
が
憲
法
判
断
を
避
け
さ

せ
な

い
戦
い
の
意
義
と
、

原
告

陳
述

で
の
権
利
侵
書

の
実
証
な

ど
、

こ
れ
か
ら

の
戦
い
の
方
向

を
確
認
し
た
。

（
報
告

・
野
崎
）

:嫌盛イ4醍朕養
2018年 10月 27日 (土)
13:30～ (138き開場)
岡山勤労者福祉センター

県連合大会は2年 ごとですが
(昨年3月の臨時大会)、 来
年の統一自治体選挙 ・夏の
参院選など重要な大会です
参加準備の討論を進めよう
■.........● ●●●●●●●●●●●●●●●●●・
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9/22市 民 ・野党台同宣伝でマイクリレーの仲間

3年間、毎月19日 に街頭に立つ総がかりの
仲間 :マイクは梶原洋一平示Bセンター議長
隣の社民党岡山の自日代表もマイク持つ

19日、 「安保法制は違憲」のカードを
掲げ、公判に向う原告団 :岡山地裁前

県 連 含 活 動 日 誌

カロ計問題を考える会 ・講演会

国労岡山地本大会 (試本)

２２
日
タ
カ
、

少
し
は
秋
を
思

わ
せ
る
風

の
下
、

違
憲

の
安
保

法
制
に
反
対
す
る
市
民

・
野
党

合
同
宣
伝
を
岡
山
駅
前

で
行
な

い
、

お
か
や
ま

い
っ
ぽ
ん

・
立

憲

民
主
党

・
共
産
党

・
社
民
党

自
由
党

・
新
社
会
党

・
み
ど
り

岡
山
が
参
加
し
た

（
写
真
右
か
０

２。

日
の
安
倍
３
選
を
受
け
て

の
街
頭
宣
伝
と
な
り
、

「
国
会

議
員
票
８２
％
と
圧
倒

し
た
が
党

員
票

５５
％
と
自
民
党
内

で
安
倍

政
権

の
や
り
方
に
批
判

の
ネ
ジ

レ
が
お
き

て
い
る
。

国
民
の
中

で
は
も
っ
と
大
き

い
」

（
榊
原

氏
）

と
安
倍

１
強

の
ほ
こ
ろ
び

を
指
摘
。

「
災
書
復
興

の
国
会

の
声
に
応
え
な
い
の
は
、

疑
惑

の
追
求
を
恐
れ

て
の
自
分
都
合

で
国
会
軽
視
だ
」

と
批
判

（
高

井
議
員
）
。

社
民
党

・
宮

日
代

表
も

「
い
ま
な
す
べ
き
は
９
条

改
憲

で
な
く
、

災
書
か
ら
守
る

の
が
政
治
だ
」

と
訴
え
、

自
由

党

・
姫
井
代
表
は
、

沖
縄
知
事

選
挙

で

「
沖
縄

の
問
題
は
日
本

の
問
題
だ
」

と
玉
城
デ

エ
ー

候

補

の
支
援
を
訴
え
た
。

２６

日
に
は
党
定
例

の
街
宣
を

行
い
同
様
に
訴
え
た
。

ま
た
今
月
、

日
本
原
で
米
軍

単
独
訓
練
が
予
定
さ
れ
る
な
ど

（
９
月
３。
日
の
反
対
集
会
は
台

風
で
中
止
）

沖
縄
で
起
き

て
い

る
事
故
や
事
件
に
責
任
を
と
ら

な
い

「
本
土

の
沖
縄
化
」

へ
の

一
歩
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
。

い
の
は
若
い
人
だ
け
で
は
な
い
よ

う
だ

▼
自
民
党
総
裁
選
で
安
倍
氏

が

３
選
し
た
。

国
会
議
員
票
は
８２

％
と
圧
勝
し
た
が
、

地
力
票
で
安

倍
氏
は
５５
％
に
留
ま
り
、

石
破
氏

は

４５
％

へ

「
飛
躍
」

さ
せ
た
。

冷

や
飯
喰
い
を
避
け

て

「
お
か
し
い

こ
と
を
お
か
し
い
」

と
言
え
な

い

議
員
に
対
し
、

「
新
間
を
読
ん
で

い
る
」

普
通

の
党
員

の

「
安
倍
政

治

の
お
ご

り
」

批
判
と
い
え
よ
う

か

▼
秋

の
前
哨
戦
は

「
読
者

の
比

較
優
位
」

と

で
も
い
お
う
か
。

国

民
の
声
を
汲
み
上
げ

て

「
ア
ベ
政

治

の
終
わ
り
の
始
ま
り
」

に
し
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
。

豪
雨
、

台
風
、

地
震
と
大
き
な
災
書
が
続
き
、

被

災
者

の
生
活
再
建
が
続
く
が
、

実

り

の
秋
と
し
た
い
も

の
だ

▼
秋

の

戦

い
第

２
障
は
臨
時
国
会

の
場
に

移
る
。

「
改
憲
に
挑
戦
」

を
繰
り

返
す
安
倍
氏
は

「
９
条
改
憲
発
議
」

を
加
速
さ
せ
よ
う
。

い
す
れ
に
し

て
も

「
危
急
存
亡

の
秋

（
と
き
）
」

と
は
言
い
得
て
妙
か

▼
ス
マ
ホ
を

少
し
ば
か
り
置
い
て
、

読
書
に
去

術
、

ス
ポ
ー

ツ
や
食
に
と
、

奥
行

き
深
い
周
り
の
秋

の
変
化
に
目
を

向
け
て
み
よ
う
か
。
　

（
の
）

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

‐０
月
‐０
日

（
第
２
火
）
１
８
』

弓

之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

¨

料陥劫静距
一調妹俺ド畑鮨鵬

党

9/26 夕 喜れのなか、党定例街宣で
耐本幹事長・野崎副代表がマイク持つ

福島原発訴訟 講 演会 弁 護士会

さよなら原発実行委 (耐本)
日本原共闘会議 ・津山 (宮日 ・耐本)
第18団 党県常任幹事会

総がかり行動 マ ツキヨ前

安保法制違憲訴訟 意 見陳述

市民 ・野党意見交換会 ・含同宣伝

佐与谷川産廃訴訟公判

党定例街宣

米軍単独訓練反対日本原集会

9/6

9/8

9/8

9/11

9/13

9/15

9/19

9/19

9/22

9/26

9/26

9/30

本摩φ切帥中姉時中「韓『車

い
す
れ
も
岡
山
社
会
文
化
会
館

¨

こ
葬
内

10/13 14:
公文書管理と情報公開 ・対談
市勤労者福祉センター5F
資料代1000円
主催 :おかやまいっぽん 。他

青年濠」場 :あの夏の絵
天神山文化プラザ 当 日3000円
主催 :NPO岡 山市子どもセンター

問合せ 086-242-1810

社民党定例街宣
※岡山駅東ロ マ ツキヨ前
10/27 党 県連合定期大会
※勤労者福祉センタ丁13:00

ストップ戦争法総がかり行動
(岡山駅東マツキヨ前)
10/3 12:30～ 13∞
10//19 18:00～ 19:oo


